
Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
１　男女平等参画に関する広報啓発と情報・学習機会の充実

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

100

220

￣

￣

具体的事業

男女平等参画
に関する学習
の促進

　
　ホームページやパンフ
レット等以外でも，各種講
座毎に市民周知を図ること
ができた。

基本方針
基本施策
主な取組

　
　男女平等参画についての認識，
理解を深め，男女平等参画社会づ
くりに向けて人材を養成する講座を
開催する。

No

1

担当課平成28年度実施状況

男女平等
参画課

　
　インターネットホームページ
に掲載するとともに，出前講座
やパンフレット等によって広く
市民に周知を図っていく。

事業概要

・男女平等参画塾
 (1)女性と子どものための護身術
        WEN-DO講座
　　期  日：７月29日(金)
    参加者：42名
 (2)働く人のための時短・簡単おかたづ
け術
　　期  日：12月3日(土）
    参加者：32名

・男女平等参画専門講座
　地域社会論ＳＤＧｓ(持続可能な開
発目標)－新しい国連の開発戦略が問
う男女平等と地域開発
　  期  日：６月２日(木）
    参加者：50名

男女平等
参画課

平成29年度事業計画事業の効果・課題

男女平等参画
基本条例の普
及・啓発

　インターネットホームページに男女
平等参画基本条例及び基本計画を掲載
している。出前講座の実施を通して周
知を図る。

2

　
　引き続き，内容を検討しながら
実施していく。

　
　社会情勢の変化や市民
ニーズを的確にとらえ，課題と
なっている講座を実施した。

　
　引き続き，内容を検討しながら
実施していく。
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
１　男女平等参画に関する広報啓発と情報・学習機会の充実

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

具体的事業

基本方針
基本施策
主な取組

No 担当課平成28年度実施状況事業概要 平成29年度事業計画事業の効果・課題

3 男女平等参画
推進月間事業
の促進

　
　男女平等参画について広く市
民及び事業所の理解と関心を深
めるとともに，男女平等参画の
推進に関する活動が積極的に行
なわれるよう，毎年9月を｢男女
平等参画推進月間｣として位置
づけ，各種啓発事業を実施す
る。

・ヒューマンライフシンポジウムの開
催
  男女平等参画社会の実現に向け，
　市民とともに考える。
　　「日本ってどんなとこ？
　　　　～文学からジェンダーまで」
　　講師：ロバート キャンベル氏
　　　　　（東京大学大学院教授）
　　期日：９月11日（日）
　　参加人数：283人
・月間事業の開催
　市民参加による推進月間の促進を図
　ることを目的とし，協働事業を実施
　した。
　(1)男女平等参画映画祭
　　期日：９月３日(土）
　　参加人数：151人
　(2)地域の中の男女平等（公募）
　　期日：９月10日(土）
　　参加人数：30人
　(3)ＳＮＳで加速する新しい
　　女性の魅せ方・働き方（公募）
　　期日：９月17日（土）
　　参加人数：37人
 （4）女たちがつくった県婦人会
　　館ー建設から閉館まで－（公募）
　　期日：９月24日（土）
　　参加人数：38人
 （5）自分らしく輝く生き方発見塾
　　　　（公募）
　　期日：９月25日（日）
　　参加人数：34人

　
　男女平等参画に取組んで
いる市民組織活動への支
援，市民協働による男女平
等参画の推進を図ることが
できた。シンポジウムや企
画講座等の参加者について
は，年齢層に偏りがでない
ように，今後は，子どもや
若者，男性等の参加につい
て広く周知し，参加促進を
図っていく必要がある。

1,737

１　ヒューマンライフシンポジウ
    ムの開催
２　市民と協働による月間事業の
　　開催
３　男女平等参画社会づくり功労
    賞の表彰
４　男女平等参画推進月間標語・
    写真作品の募集
５　啓発ポスターの作成

男女平等
参画課
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
１　男女平等参画に関する広報啓発と情報・学習機会の充実

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

具体的事業

基本方針
基本施策
主な取組

No 担当課平成28年度実施状況事業概要 平成29年度事業計画事業の効果・課題

　
・男女平等参画社会づくり功労賞の表彰
　男女平等参画社会の形成に向け具体
的行動の契機となることを目指し，先
駆的実績を残した個人･団体･事業所を
表彰した。
・男女平等参画推進月間標語・写真作
品の募集
　男女平等参画をテーマに標語と写真
を募集した。標語での最優秀作品につ
いては，月間ポスターに掲載した。
・啓発ポスターの作成
　月間の趣旨を職場や学校，地域など
に広く浸透させるためポスターを作成
し配布した。

1,795
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
１　男女平等参画に関する広報啓発と情報・学習機会の充実

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

具体的事業

基本方針
基本施策
主な取組

No 担当課平成28年度実施状況事業概要 平成29年度事業計画事業の効果・課題

190

214

40

50

￣

￣

　
　今後は企業等への貸出等
に対応するため，ＤＶＤの
充実を図る。

5 男女平等参画
に関する図
書，資料，情
報の収集と提
供

情報誌「びよんど」の発行
・第40号（特集）みとちゃんが教えて
くれるひらおとひとこの男女のヒミツ
４～女性活躍推進って何？～

・第41号(特集)水戸市女性議会2016

中央図書館

　
　男女平等，女性の生き方，労
働などに関連する図書及び雑誌
等の資料や情報の収集と提供を
各図書館において実施する。

　
　女性問題等関連図書
  (件名：女性＊)の収集　約80冊
　その他，雑誌の収集
  「日経WOMAN」他

　男女平等参画関連資料や情報の
収集と提供に努める。

　幅広い分野の女性問題等
に関する図書，雑誌等の収
集及び提供を行った。

　
　男女平等について広く市
民へ啓発し，理解を深め
る。広く市民の手に渡るよ
う配布先を検討していく必
要がある。
　今後も親しみの持てる紙
面作成に努める。

　男女平等参画意識の啓発を
図る情報誌「びよんど」を作成
し，定期的に発行する。
　年２回　12,000部発行

　
　男女平等参画関連図書の収集をし，
資料スペースに配置した。
　また，掲示板に関連情報がわかりや
すく市民に伝わるよう掲示した。
　男女平等参画課蔵書数：864冊

男女平等参画
に関する広報
啓発の充実

　
　男女平等参画センター内に図
書や資料の提供スペースを設け
男女平等参画に関する理解や学
習活動を支援する。 男女平等

参画課

男女平等
参画課

　平成29年８月及び平成30年３月
に発行予定

　
　引き続き，内容を検討しながら
実施していく。

4
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
２　男女平等参画に関する情報の収集と分析

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

―

―

男女平等
参画課

平成28度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

6 男女平等参画
に関する市民
意識調査等の
実施

　
　市民の意識や現状等を把握
し，男女平等参画を推進してい
くための基礎資料とする。

　
　平成24年度に市内に居住している20
歳以上の男女2,000人を無作為抽出
し，市民意識調査を実施した。
　平成25年度に調査の分析等を行い,
結果を基本計画策定の基礎資料とし
た。
　次回の実施に向けて，関係課及び茨
城大学と共同研究を実施した。

　
　市民ニーズを把握し，効
果的・効率的な事業の立案
及びその推進につなげるた
め，市民意識調査等を実施
していく必要がある。

　
　平成30年度の実施に向け，回収
率の向上や良質な調査のための共
同研究を実施する。

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要

- 15 -



Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
３　相談体制の充実

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

―

56

238

238

男女平等
参画課

8 人権相談の実
施

　市民の人権問題等の解決に向
け，水戸市人権擁護委員連絡協
議会へ　人権問題等に関する相
談業務を委託

・人権法務相談会の開催　　　　８回
・人権擁護委員：15人
・開催：みと文化交流プラザ　　７回
　　　　内原中央公民館　　　　１回
・相談件数　　　　　　　　　　50件

　市民からの人権に関する
相談に応じる特設無料人権
相談所開設を開設すること
で，市民に対して正しい人
権意識の高揚と人権思想の
普及および啓発の契機とし
ている。
　しかし，人権思想の特設
無料人権相談の開催に係る
市民への周知のために，市
報に掲載するとともに水戸
市公式SNSを活用し情報を
発信したり，チラシを市の
各施設の窓口や民生委員な
どに配布してPRを行ってい
るが，いまだ広く周知され
てはおらず，今後さらなる
情報発信ツールを検討する
必要がある。
　また，いじめをなくそう
人権教室を小学校32校,中
学校15校及び義務教育学校
にて開催し，小中学校での
人権教育に寄与している。

１　人権法務相談会の開催（年間
    ８回）
２　市報や水戸市HP，SNSを活用
    した基本的人権についての
    啓発
３　小学生や中学生を対象とし
   「いじめをなくそう人権教
     室」の開催
４　人権擁護委員及びその職務の
    紹介

福祉総務課

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

7 男女平等参画
を阻害する相
談の実施

　
　男女平等参画を阻害する相談
に対し，水戸市男女平等参画基
本条例第18条に基づき対応する
とともに，関係機関との情報共
有及び連携強化を図る。

　実績なし
　
　今後も，相談窓口等の周
知を図っていく。

　引き続き，関係機関との情報共
有及び連携強化を図る。

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
３　相談体制の充実

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要

3,991

4,432

子ども課

9 ＤＶ相談・支
援体制の充実

　売春防止法及び配偶者からの
暴力の防止及び被害者の保護等
に関する法律に基づき，ケース
ワーカー及び婦人相談員を配置
し，要保護女子の発見に努め，
必要な相談と助言，指導を行う
とともに，配偶者からの暴力被
害に対し相談に応じ，関係機関
と協力して未然防止や保護及び
自立援助を行う。

女性相談対応件数（延べ人数）
　○女性相延べ件数　　 1,583件
　　　（内ＤＶ）　　　 　672件
　○一時保護依頼　　　　　12件
　○母子生活支援施設入所　１件
　○婦人相談員の勤務時間の拡充
　（10:00～15:00から8:30～17:15）

　複雑で多様な相談が多く
あり，同行する子どもへの
支援の必要もあることか
ら，家庭児童相談業務や関
係機関との円滑な連携のも
と，相談，支援を実施し
た。

相談者に対し適切な指導・助言
に努める。
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
４　学校教育における男女平等参画の推進

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

10

10

11 性教育の充実

750

776

　性，性感染症に関する正しい
知識の啓発・普及といのちの大
切さや思いやりの心を学び，母
性・父性の育成を図るために，
健康教育や赤ちゃんとのふれあ
い体験学習を実施する。

○性教育講演会
いはらき思春期保健協会委託
　対象：小学校高学年，中学生等
　会場：市立小中学校
　実施回数：33回(小学17校中学16校)
　参加者　　4279人
○思春期赤ちゃんふれあい体験学習
　対象：中学生
　会場：市立中学校等
　実施回数：18回（5校）
　参加者：中学生506人　協力親子348
組

　性教育講演会は市立中学
校全校で，小学校では５年
生又は６年生で実施してお
り，発達段階に応じた思春
期の性教育が図れている。

　思春期赤ちゃんふれあい
体験学習では，乳児とその
親との交流を通じて，命の
大切さを実感し，育児つい
て学び，母性・父性を育成
する良い機会になってい
る。

○性教育　　33回
○思春期赤ちゃんふれあい体験学
習　18回（6校）

保健
センター

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

総合教育
研究所

10 男女平等参画
に関する道徳
教育の充実

　道徳教育を通して，異性につ
いての正しい理解を深め，相手
の人格を尊重する心を養えるよ
うな指導を目指して，総合教育
研究所や市教育会主催の研修及
び校内での研修を重ね，道徳教
育の充実に努める。

　
　総合教育研究所や市教育会主催の研
修（校内リーダー研修，とくとく教師
塾）の実施
　各学校において，相互参観などの校
内研修の実施
　保護者・地域への道徳の授業の公開

　相手を思いやり，男女仲
良く協力し助け合うこと
や，個性や立場を尊重する
ことなど道徳教育における
指導法の研修に努めてお
り，各学校において，道徳
の授業の相互参観や研究授
業が積極的に行われるよう
になってきた。
教師の授業力の向上が課題
である。

　
　総合教育研究所や市教育会主催
の研修（校内リーダー研修，とく
とく教師塾）の実施
　各学校において，相互参観など
の校内研修の実施
　保護者・地域への道徳の授業の
公開

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
４　学校教育における男女平等参画の推進

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要

―

―

―

―

　異性の尊重を基盤とし，児童
生徒の発達段階に応じて，性に
関する正しい知識を理解させる
とともに，それに基づいて，望
ましい行動をとることができる
ようにする。

　体育及び保健体育科の保健領域，保
健分野における性教育の実施
　特別活動における学級活動(性に関
わる内容)の実施
　外部講師を招いての「性教育講演
会」の実施（全中学校，小学校17校で
実施）
　学校教育活動を通して，総合的・計
画的に指導するための「性に関する全
体指導計画」の作成

全学校で保健領域，保健
分野が完全実施され，児童
生徒の基礎的事項の理解が
図られた。

特別活動における学級活
動(性に関わる内容)の積極
的な実施により，児童生徒
の実践的な態度が育成され
た。

外部講師を招いての「性
教育講演会」によって，現
実的かつ具体的な問題とし
て捉えることができるよう
になった。

｢性に関する全体指導計
画｣の見直しを図り，性教
育の更なる充実に努める。

　体育及び保健体育科の保健領
域，保健分野における性教育の実
施
　特別活動における学級活動（性
に関わる内容）の実施
　外部講師を招いての｢性教育講
演会｣を全中・義務教育学校及び
約半数の小学校で実施
　｢性に関する全体指導計画｣の見
直し

総合教育
研究所

12 特別活動の充
実

　特別活動（学級活動，児童
会・生徒会活動，クラブ活動，
学校行事等）において，児童生
徒の望ましい集団活動を通して
男女平等参画を図る。

　各学校において，学校経営方針のも
と，特別活動主任，児童会・生徒会担
当教諭を中心に，事業の展開が図られ
た。
　学校行事においては，児童や生徒を
中心に主体的な行事の計画・運営がな
され，よりよい人間関係づくりや，集
団への所属感，充実感等を得ることが
できた。特に，中学校生徒会活動で
は，生徒が主役となり，学校全体の生
徒会活動の活性化が図られた。

　各学校とも，互いの立場
や状況等を考えながら行事
の計画・運営が図られた。
　また，生徒会役員，実行
委員等では，男女偏ること
なく選出される手立てが各
学校でとられた。

　合意形成をする話合い活動を積
極的に実施し，諸活動に活用
　よりよい生活や人間関係を築こ
うとする主体的・創造的な学校行
事の推進及び実施

総合教育
研究所
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
４　学校教育における男女平等参画の推進

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要

10

20

14 学校運営にお
ける男女平等
参画の推進

　各学校における教務主任の女
性の割合を高くし，学校運営に
おける女性職員の参画の機会を
多くする。

○水戸市立学校教務主任数（Ｈ28年
度）
・小学校　総数32人（男：24人，女：
8人）女性の割合　25.0％
・中学校・義務教育学校　総数17人
（男：16人，女：1人）女性の割合
5.9％

○教務主任としての職責を担えるよ
う，30歳代後半から40歳代前半の女性
教員に，大学や研修センターなどへの
内地留学や企業での研修を実施する。

○職員をまとめられるよう，学年主任
や進路指導主事といった省令主任の経
験を積む機会を与える。

○女性教員は中学校よりも小学校に多
く配置されているが，小中経験を積め
るよう，女性教員の小学校から中学校
への異動を，積極的に進める。

　本市の管理職(校長，教
頭)の女性の割合は，県を
上回っている。教務主任の
女性の割合を高くすること
が，女性管理職の割合を高
めることにつながるため，
今後も積極的に取り組んで
いく必要がある。

○参考：本県・本市の女性
管理職
（１）茨城県（Ｈ28年度）
【校長】
小学校　総数498人
(女：91人，割合 18.3％)
中学校　総数222人
(女：18人，割合 8.1％)
【教頭】
小学校　総数526人
(女：111人，割合 21.1％)
中学校　総数267人
(女：19人，割合 7.1％)

―

　平成28年度に引き続き，各学校
における教務主任の女性の割合を
高くし，学校運営における女性職
員の参画の機会を多くする。

教育企画課

総合教育
研究所

　人権教育研修
　　実施日　８月10日（水）
　　参加者　62人
　　場　所　水戸市総合教育研究所
　　対　象　各学校（園）の教員

　
　学校における人権教育の
あり方についての具体的な
事例等について，専門の講
師による講演会を開催し，
人権に関する基本的な考え
方を共通理解し，各学校
（園）での実践に生かして
いる。
　予算内では専門の講師依
頼が困難であり，効果的な
研修とするため，予算の増
額が必要である。

13 教職員への男
女平等参画に
関する研修の
充実

　差別や偏見をもたない子ども
を育成するため，人権問題につ
いての理解を深め，教員として
の資質及び指導力の向上を図る
ことを目的に「人権教育研修」
を行う。

　人権教育研修
　実施日　８月９日（水）
　場　所　水戸市総合教育研究所
　対　象　各学校（園）の教員
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
４　学校教育における男女平等参画の推進

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要

（２）水戸市（Ｈ28年度）
【校長】
小学校　総数32人
（女：7人，割合 21.9％）
中学校・義務教育学校
総数16人
（女：0人，割合 0％）
【副校長・教頭】
小学校　総数34人
（女：8人，割合 23.5％）
中学校・義務教育学校　総
数22人
（女：3人，割合 13.6％）

―

23,927

26,319

　来所相談については，希
望した子どもや保護者全て
に対応することができた。
他の関係機関との連携も
図っており，充実した相談
を行えた。相談員の男女比
率はほぼ半数で，男女バラ
ンスよく相談に当たれた。

　来所相談，電話相談の実施教育相談の充
実

15

総合教育
研究所

　来所相談，電話相談には，男
女差別に起因した家庭内のトラ
ブルや暴力等が背景にあるもの
もあり，相談員はその解決に向
け，男女平等観に立った教育相
談を実施する。

　来所相談　369件　延べ3,903人
　電話相談　1,509回
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
４　学校教育における男女平等参画の推進

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要

―

―

16 性別にとらわ
れないキャリ
ア教育の推進

総合教育
研究所

　
　多様な年齢や立場，男女の別
なく，様々な職業に関する講話
や職場体験活動を推進し，勤労
観・職業観を育成する。

　
・各中・義務教育学校に職業調べ及び
職業講話，職場体験活動に関する助
言・指導
・技術・家庭科の家庭生活や家族に関
する内容の助言・指導
・男女平等参画課主催の男女平等に関
する講座の紹介

　
　職業調べ及び職業講話，
職場体験活動を通して，勤
労観や職業観の育成が図ら
れている。
　性差や固定観念にとらわ
れない職業選択について
は，より一層の意識づけを
図っていく。

　
  各中・義務教育学校に職業調べ
及び職業講話，職場体験活動に関
する助言・指導
　技術・家庭科の家庭生活や家族
に関する内容の助言・指導
　男女平等参画課主催の男女平等
に関する講座の紹介
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Ⅰ　多様性を認めあい，互いの人権が尊重されるまちの実現
①　市民一人一人の意識の醸成
５　従業員等の人材育成

平成28年度
決算額(千円)

平成29年度
予算額(千円)

240

255

151

226

―

―

実績なし

17

男女平等
参画課

職場での男女
平等参画に関
する研修の充
実

　
　男女平等参画に関する意識の
向上を図るため，職員研修にお
いて，男女平等参画社会につい
ての科目を設定する。

　基本研修第１部課程前期研修におい
て，科目：「男女平等参画行政につい
て」を，特別研修において科目：「女
性職員キャリアアップ支援研修」を実
施した。
　
「男女平等参画行政について」
　実施日時：平成28年５月27日（金）
　　　　　　13:00～14:00
　研修会場：本庁舎南側臨時庁舎
　研修対象：平成28年度新規採用職員
　　　　　　75名

「女性職員キャリアアップ支援研修」
　実施日時：平成28年11月30日（水）
　研修会場：本庁舎南側臨時庁舎
　研修対象：30歳代の主幹級女性職員
　　　　　　17名

　
　新規採用職員に対し，男
女平等参画行政について基
本的な背景と経緯を周知で
きた。
　また，女性職員への，女
性活躍推進の意識啓発の機
会とすることができた。
　今後も，若手職員を中心
に啓発を行うとともに，男
女平等参画に関して全庁的
に浸透させていく必要があ
る。

　基本研修第１部課程前期研修に
おいて科目：「男女平等参画行政
について」を，特別研修において
科目：「女性職員キャリアアップ
支援研修」を実施する計画であ
る。

「男女平等参画行政について」
実施日時：平成29年６月２日(金)
研修会場：本庁舎南側臨時庁舎
研修対象：平成29年度新規採用職
　　　　　員　66名

「女性職員キャリアアップ支援研
　修」
実施日時：平成29年10月11日(水)
研修会場：本庁舎南側臨時庁舎
研修対象：30歳代の主幹級女性職
　　　　　員　30名

人事課

商工課

職場での男女
平等参画に関
する研修の充
実

平成28年度実施状況 事業の効果・課題 平成29年度事業計画 担当課

職場での男女
平等参画に関
する研修の充
実

　市内事業所向け女性活躍推進
研修会の実施。女性活躍推進の
経営上のメリットや取組のポイ
ント等をわかりやすくまとめた
ガイドブックを作成し，このガ
イドブックをもとに研修会を実
施する。

　研修会の実施：４回
　　下市地区金融団　　　　12名
　　水戸商工会議所女性会　38名
　　日本政策金融公庫　　　12名
　　常澄商工会　　　　　　15名

　事業所トップ等に対し
て，女性活躍に向けた取組
の推進について，直接働き
かけることができた。

　
　引き続き，内容を検討しながら
実施していく。

基本方針
基本施策
主な取組

No 具体的事業 事業概要
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